
節
水
の
協
力
要
請

　
観
測
井
戸
（
立
川
水
源
地
敷
地
内
）
の

地
下
水
位
が
一
定
の
基
準
水
位
を
下
回
っ

た
場
合
、
市
民
の
皆
さ
ま
や
事
業
所
さ
ま

に
節
水
の
協
力
を
要
請
し
ま
す
。

　
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

悪
天
候
時
の
検
針

　

外
出
が
困
難
と
な
る
悪
天
候
時
に
は
、

検
針
を
行
わ
ず
に
前
年
同
月
分
な
ど
を

参
考
に
使
用
水
量
を
認
定
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。
そ
の
場
合
、「
検
針
の
お
知

ら
せ
」
を
ポ
ス
ト
に
投
函
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。
過
不
足
が
生
じ
た
場
合
は
、
翌
月
以

降
の
検
針
値
で
精
算
し
ま
す
。

市からのお知らせ I n fo r m a t i o n 市からのお知らせI n fo r m a t i o n

地
下
水
は
み
ん
な
の
財
産
　
冬
は″
節
水
〟を

�

問
上
下
水
道
課（
市
民
会
館
2
階
）☎
88
‐
8
1
0
9

　
勝
山
市
は
、
良
好
な
水
質
で
あ
る
地
下

水
に
水
道
水
源
の
大
半
を
依
存
し
て
い

ま
す
。

　
平
成
30
年
の
記
録
的
な
豪
雪
・
寒
波
で

は
、
地
下
水
位
の
低
下
に
伴
い
、
一
部
地

域
で
は
給
水
制
限
を
余
儀
な
く
さ
れ
ま

し
た
。

　
市
で
は
、
今
後
こ
の
よ
う
な
こ
と
が
起

き
な
い
よ
う
、
配
水
区
域
の
変
更
、
水
源

井
戸
の
更
新
・
洗
浄
、
地
下
水
位
の
把
握

と
い
っ
た
対
策
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
地
下
水
は
市
民

全
体
の
財
産
で
あ
り
、
公
共
性
が
高
い
こ

と
を
認
識
い
た
だ
き
、
特
に
冬
の
消
雪
用

に
水
道
水
を
使
用
し
な
い
こ
と
は
も
ち

ろ
ん
、
地
下
水
に
つ
い
て
も
節
水
の
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

観測井戸の地下
水位はこちら

改
良
事
業

◉ 

重
要
給
水
施
設　

配
水
管
布
設
替
実

施
設
計
業
務
委
託
（
郡
町
2
丁
目
ほ
か

地
係
）

◉ 

栃
神
谷
配
水
池
ほ
か　

水
位
計
更
新

工
事（
村
岡
町
暮
見
ほ
か
地
係
）

◉ 

法
恩
寺
配
水
池　

高
圧
受
電
盤
遮
断

器
取
替
工
事
（
勝
山
市
1
7
0
字
奥
山

地
係
）

◉ 

鹿
谷
配
水
池　

配
水
流
量
計
更
新
工

事（
鹿
谷
町
保
田
地
係
）

◉  

若
猪
野
水
源
地　

1
号
井
取
水
ポ
ン

プ
取
替
工
事（
若
猪
野
地
係
）

◉  

立
川
第
2
水
源
地　

4
号
井
取
水
ポ

ン
プ
更
新
工
事
（
立
川
町
1
丁
目
地

係
）

◉  

谷
薬
注
室　

次
亜
注
入
ポ
ン
プ
更
新

工
事（
北
谷
町
谷
地
係
）

◉  

重
要
給
水
施
設
配
水
管
布
設
替
工
事

（
昭
和
町
３
丁
目
ほ
か
地
係
）

災
害
復
旧
事
業

◉  

市
道
３
―
43
号
線　

配
水
管
復
旧
工

事（
野
向
町
北
野
津
又
地
係
）

◉ 

谷
水
源
地
取
水
口
及
び
導
水
管
布
設

工
事（
北
谷
町
谷
地
係
）

上
半
期
▼
4
月
1
日
～
9
月
30
日

業
務
の
概
要

　

上
半
期
の
給
水
量
は
１
０
６
万
立
方

メ
ー
ト
ル（
前
年
度
比
３
．
76
％
減
）、
給

水
収
益
は
１
億
４
８
３
２
万
円
（
前
年
度

比
３
．
39
％
減
）
と
な
り
、
給
水
量
、
給

水
収
益
と
も
前
年
度
を
下
回
り
ま
し
た
。

事
業
の
概
況

　

市
民
の
日
常
生
活
の
基
盤
と
し
て
安

全
で
清
浄
な
水
の
供
給
を
図
る
た
め
、
勝

山
市
上
水
道
第
８
次
拡
張
事
業
変
更
事

業
計
画
に
基
づ
き
、
拡
張
お
よ
び
改
良
事

業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
５

年
５
月
に
コ
ン
ビ
ニ
収
納
を
導
入
し
、
併

せ
て
請
求
方
法
を
毎
月
請
求
に
変
更
し

ま
し
た
。

　

上
半
期
の
建
設
改
良
工
事
お
よ
び
業

務
委
託
の
契
約
状
況
は
１
億
６
７
７
６

万
８
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。
上
半
期
に

契
約
し
た
主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で

す
。

拡
張
事
業

◉ 

若
猪
野
水
源
地
１
号
井
フ
ェ
ン
ス
設

置
工
事（
若
猪
野
地
係
）

勝
山
市
水
道
事
業
業
務
状
況【
上
半
期
】

�

問
上
下
水
道
課（
市
民
会
館
2
階
）☎
88
‐
8
1
0
9

令
和
令
和
44
年
度
年
度  

水
道
事
業
会
計
決
算
報
告

水
道
事
業
会
計
決
算
報
告
問
上
下
水
道
課
（
市
民
会
館
２
階
）　
☎
88
‐
８
１
０
９

業
務
状
況（
表
①
参
照
）

　
令
和
4
年
度
は
、
給
水
人
口
が
2
6
3

人
減
少（
前
年
度
比
1
・
25
％
減
）し
、
給

水
戸
数
が
90
戸
増
加
（
前
年
度
比
1
・

20
％
増
）
し
ま
し
た
。
年
間
有
収
水
量
は

前
年
度
に
比
べ
、
営
業
用
な
ど
で
の
使
用

水
量
は
増
加
し
た
も
の
の
、
工
業
用
や
学

校
用
な
ど
の
減
少
や
人
口
減
少
な
ど
の

影
響
に
よ
り
家
事
用
の
使
用
水
量
が
減

少
し
た
た
め
、
前
年
度
を
下
回
る
結
果
と

な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
有
収
率
も
前
年
度

比
0
・
74
ポ
イ
ン
ト
の
減
少
と
な
り
ま
し

た
。

財
政
状
況（
表
②
参
照
）

　

令
和
4
年
度
の
総
事
業
収
益
は
4
億

8
9
4
5
万
5
千
円
、
総
事
業
費
用
は
4

億
8
8
4
1
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

 

こ
の
結
果
、
当
年
度
純
利
益
1
0
4
万

5
千
円
を
計
上
す
る
結
果
と
な
り
ま
し

た
。

 

一
方
、
資
本
的
収
入
は
2
億
1
8
9
2

万
8
千
円
、
資
本
的
支
出
は
4
億

1
3
5
4
万
8
千
円
と
な
り
、
こ
の
1
億

9
4
6
2
万
円
の
不
足
額
は
、
損
益
勘
定

留
保
資
金
お
よ
び
減
債
積
立
金
取
崩
額

で
補
填
し
ま
し
た
。

総
括
事
項

　

営
業
収
益
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
比

3
・
40
％
の
増
と
な
り
ま
し
た
。
主
た
る

収
入
で
あ
る
給
水
収
益
に
つ
い
て
は
、
営

業
用
は
前
年
度
よ
り
増
加
し
ま
し
た
が
、

工
業
用
や
学
校
用
、
家
事
用
が
減
少
し
た

た
め
前
年
度
比
0
・
57
％
の
減
収
と
な
り

ま
し
た
。
営
業
費
用
に
お
い
て
は
、
燃
料

費
高
騰
に
伴
う
電
気
料
金
の
増
加
、
漏
水

修
繕
件
数
の
増
加
に
伴
う
修
繕
費
の
増

加
、
コ
ン
ビ
ニ
収
納
導
入
に
か
か
る
シ
ス

テ
ム
の
改
修
費
な
ど
の
増
加
に
よ
り
前
年

度
比
6
・
16
％
の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

表①　業務状況
項 目 業 務 量 前年度増減比

給 水 人 口 20,850人 -1.25％
給 水 戸 数 7,589戸 1.20％
年 間 総 配 水 量 2,714,423㎥ 0.38％
年 間 有 収 水 量 2,205,549㎥ -0.52％

1日最大配水量 15,337㎥
令和5年1月27日

15.72％

有 収 率 81.25％ -0.74％
比率ではなく下降数

導送配水管延長 347,293.9m 0.11％

表③　主な改良事業
事 業 名 

（ 工 事 名 ） 地 係 事 業 費
（ 工 事 費 ）

重要給水施設配
水管布設替実施
設 計 業 務 委 託

旭町1丁目ほか 680万9千円

重要給水施設配
水管布設替工事
第1 ～ 6工 区

旭町1丁目ほか 1億1,745万1千円

大蓮寺バイパス
工事に伴う配水
管 布 設 替 工 事

昭和町1丁目ほか 588万5千円

立 川 第2水 源 地 
５号井機械設備
工 事

立川町１丁目 1,514万7千円

立川水源地～中継
ポンプ場遠方監視
設 備 更 新 工 事

立川町２丁目ほか 580万8千円

表②　財政状況
【収益的収支（税抜）】

区　分 R4年度決算額 R3年度決算額
収　入 4億8,945万5千円 4億7,730万4千円
支　出 4億8,841万     円 4億6,161万円
差　引 104万5千円 1,569万4千円

【資本的収支（税込）】
区　分 R4年度決算額 R3年度決算額
収　入 2億1,892万8千円 8,613万3千円
支　出 4億1,354万8千円 2億7,842万8千円
差　引 -1億9,462万     円 -1億9,229万5千円

広報かつやま9月号14ページに掲載しました「令和4年度水道事業会計決算報告」に誤りがありました。
お詫びして訂正いたします。なお訂正箇所は着色した箇所になります。

前年度増減比

　
令
和
４
年
度
は
人
口
減
少
や
節
水
器
具

の
普
及
な
ど
に
よ
っ
て
給
水
収
益
が
減
少

し
、
燃
料
費
や
資
材
費
、
労
務
単
価
の
上

昇
に
よ
り
費
用
が
増
加
す
る
中
、
国
の
交

付
金
を
活
用
す
る
こ
と
で
経
常
収
支
の
黒

字
化
を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　
し
か
し
な
が
ら
、
昭
和
34
年
の
事
業
創

設
以
来
、
約
60
年
が
経
過
し
て
お
り
、
管

路
や
設
備
の
更
新
の
必
要
に
迫
ら
れ
て
お

り
ま
す
。
地
震
な
ど
の
災
害
に
備
え
る
べ

く
強
靭
化
や
耐
震
化
も
求
め
ら
れ
て
い
る

た
め
、
令
和
４
年
度
か
ら
医
療
施
設
へ
向

か
う
老
朽
化
し
た
配
水
管
を
耐
震
管
に
布

設
替
え
す
る
事
業
に
着
手
し
ま
し
た
。
管

路
な
ど
の
更
新
に
は
多
額
の
資
金
が
必
要

に
な
る
こ
と
か
ら
、国
の
補
助
金
の
ほ
か
、

保
有
し
て
い
る
資
金
を
計
画
的
に
活
用
す

る
と
と
も
に
、
料
金
改
定
も
含
め
、
財
源

を
確
保
し
財
政
的
基
盤
を
強
化
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
、
市
民
生
活
に
不
可
欠
と
な
る

清
浄
で
安
全
な
水
道
水
を
供
給
す
る
た

め
、既
存
水
道
施
設
の
維
持
管
理
に
努
め
、

社
会
的
情
勢
の
変
化
な
ど
を
注
視
し
、
更

な
る
経
営
の
効
率
化
を
図
っ
て
ま
い
り
ま

す
。

　
水
道
事
業
会
計
決
算
の
詳
細
に
つ
い
て

は
、
決
算
書
を
市
立
図
書
館
に
備
え
て
あ

り
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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